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ご
挨
拶

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、

格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
未
曽
有
の
危

機
に
直
面
し
た
激
動
の
一
年
で
し
た
。
皆
様
に
は
不
自
由
な
自

粛
の
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
感
染

拡
大
の
中
、
最
前
線
の
現
場
で
医
療
・
介
護
な
ど
に
従
事
さ
れ

て
い
る
方
々
に
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
年
末
か
ら
の
感
染
拡
大
を
受
け
新
年
早
々
一
月
七
日

に
は
、
一
都
三
県(

十
三
日
に
七
都
道
府
県
追
加)

で
緊
急
事
態

宣
言
が
再
び
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
感
染
対
策
、
さ
ら
に

水
際
対
策
、
医
療
体
制
整
備
、
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
接
種
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
雇
用
の
確
保
や
資
金
繰
り
支
援
、
グ
リ
ー
ン

化
や
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
日
本
経
済
を
再
び
成
長
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
、
消
失
し
た

G

D

P

を
埋
め
合
わ
せ
る
大
規
模
な
経
済
対

策
を
講
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
１
８
日
よ
り
始
ま
る
通
常
国

会
に
て
、
今
年
度
三
次
補
正
予
算
、
来
年
度
予
算
の
早
期
成
立

を
図
り
ま
す
。

さ
て
、
今
秋
ま
で
に
は
必
ず
衆
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
と
対
峙
し
菅
政
権
の
掲
げ
る
改
革
を
推
し
進
め
る
と
と

も
に
、
北
九
州
市
の
更
な
る
発
展
、
と
く
に
物
流
拠
点
化
と
米

大
学
の
誘
致
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様

の
温
か
い
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
時
節
柄
一
層
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
祈
り
し
、
本

年
一
年
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

令
和
三
年

初
春

自
由
民
主
党

金
融
調
査
会
長

衆
議
院
議
員

山
本
幸
三



(↑衆議院第五委員室へ掲額されました。)

昨

年

３

月

に
、
衆

議

院
議
員
在
職
２
５
年
を

迎
え
た
こ
と
で
衆
議
院

よ
り
永
年
在
職
議
員
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

表
彰
議
員
は
衆
議
院
内

へ
肖
像
画
を
掲
げ
る
こ

と

が

で

き

る

た

め
、
地

元
の
増
田
信
敏
さ
ん
へ

制

作

を

依

頼

し
、
こ

の

度
、
そ

の

完

成

披

露

と

衆
議
院
第
5
委
員
室
へ

の
掲
額
の
た
め
掲
額
式

を
小
規
模
で
執
り
行
い

ま
し
た
。

ま

た
、
昨

年

１

２

月

に

は
天
皇
皇
后
両
陛
下
へ

拝

謁

の

機

会

を

賜

り
、

議
員
代
表
と
し
て
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

労
い
の
お
言
葉
も
直
接

賜
り
誠
に
感
無
量
で
し

た
。

こ

れ

ま

で
、
お

支

え

頂

い
た
全
て
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す

と

と

も

に
、
引

き

続

き
、
去

私

利

他

の

精

神

で
職
責
を
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
。

去 私 利 他

◆コロナでお困りごとの方はご相談ください。

└国、福岡県、北九州市で個人・世帯向け、事業

者・労働者の方向けに各種支援策が用意されてい

ます。なお、開始より一定期間経過し受付終了と

なっているものもありますので、最新情報へご注

意下さい。↙【北九州市版】主な支援策

◆山本幸三後援会へのご入会
└福岡10区(門司区・小倉北区・南区)にお住まいの

方をご紹介下さい。各種ご案内や報告誌を郵送さ

せて頂きます。

◆自由民主党員の拡大
└自由民主党にご入党くださる方を募集しています。

(年会費4000円、同住所のご家族はお一人2000円)

◆ポスター・看板の掲示
└場所をご紹介ください。スタッフが取り付けに伺

います。

◆集会・勉強会・講演会の開催
└少人数から、WEB会議でも参加させて頂きます。

◆朝礼や地域行事、趣味等でお集まりの場でご挨拶
└数分でも構いませんので、お誘い頂けると幸いです。

(厚生労働省HPより転載↓。)

☆北九州コロナ相談ナビダイヤル

℡0570-093-567
☆山本幸三北九州事務所

℡093-562-7070

～エズラ・ヴォーゲル先生 のご訃報に接し～

1981年から83年まで、エズラ・ヴォーゲル先生が所長の米ハーバード大学国際問題研

究所日米関係プログラムに研究員として大蔵省から派遣されました。「ジャパン・アズ・

ナンバーワン」の著者だけに日本の強味、弱味を熟知しておられ、色々とご指導賜りま

した。また、先生の人脈から様々な方をご紹介頂きました。例えば、豊田章男さんや雅

子皇后陛下。ある時、ヴォーゲル先生から「小和田雅子さんが主宰する勉強会に講師

として行ってもらいたい。」との要請があったので「日米貿易摩擦について」話をしてま

いりました。雅子皇后陛下は非常に優秀で颯爽としたリーダーシップを発揮しておられ

ました。先日、皇居で永年在職議員表彰者の拝謁を賜った際には、皇后陛下からも

「ヴォーゲル先生が亡くなられて大変残念です。」とのお言葉も賜りました。先生の安ら

かなご冥福を心からお念じ申し上げます。


